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か
さ
さ
ぎ
の
つ
ぶ
や
き 

巻
頭
の
辞 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
隊 

第
１
飛
行
隊
長 

 
 
 
 

 

２
等
陸
佐 

野
呂 

和
矢 

新
着
任
部
隊
長
等 

書
体
Ｍ
Ｓ
明
朝 

２
５
ポ
イ
ン
ト 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21 

夏
休
み
ち
び
っ
子
大
会 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長 

 

一
等
陸
佐 

谷
本 

秀
典 

 

出
身:

愛
媛
県 

 

職
種:

航
空
科 

 

要
望
事
項:

「
見
敵
必
殺
」 

 
 
 

 
 
 

「
雌
伏
雄
飛
」 

 
 
 
 
 

 

「
合
規
適
正
」 

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
長 

 

一
等
陸
佐 

川
宿
田 

州
成 

 

出
身:

鹿
児
島
県 

 

職
種:

航
空
科 

 

要
望
事
項:

「
思
い
や
り
の
心
」 

 
 
 
 
 
 

 

「
大
切
な
人
の
為
、 

            

絶
対
航
空
安
全
と 

            

服
務
事
故
の
根
絶
」 

 

九
州
補
給
処
整
備
部
長 

 

一
等
陸
佐 

神
藤 

守 
 

出
身:

大
阪
府 

 

職
種:

通
信
科 

 

要
望
事
項:

「
任
務
の
完
遂
」 

 

駐
屯
地
は
、
平
成
３
０
年
７
月
２
１
日
（
土
） 

「
夏
休
み
ち
び
っ
子
大
会
」
を
開
催
し
、
佐
賀
県
内

の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
５
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
子
供
達
は
敬
礼
動
作
や
方
向
変
換
等
の
基
本

教
練
を
体
験
し
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
６
種
目
の
競
技
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
競

技
し
、
楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
挑
み
表
彰
台
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

お
楽
し
み
昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
毎
年
大
人
気
の

「
ち
び
っ
子
カ
レ
ー
」
で
子
供
達
は
笑
顔
で
頬
張
り
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
、
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
自
衛
隊
車
両
の
体
験
試
乗
、
う
ち

わ
作
成
に
取
り
掛
か
り
、
思
い
思
い
の
イ
ラ
ス
ト
を

う
ち
わ
に
描
き
、
マ
イ
う
ち
わ
を
作
成
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
ち
び
っ
子
大
会
の
時
間

は
終
了
し
、
た
っ
ぷ
り
と
遊
ん
だ
子
供
達
は
「
楽
し

か
っ
た
～
♪
」
と
、
迎
え
に
来
た
保
護
者
と
共
に
笑

顔
で
駐
屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

駐
屯
地
は
、
平
成
３
０
年
７

月
６
日
（
金
）
か
ら
職
場
体
験

学
習
を
開
始
し
、
佐
賀
県
内
の

中
学
、
高
校
及
び
大
学
生
合
わ

せ
て
２
２
校
、
述
べ
１
２
２
名 

を
受
け
入
れ
駐
屯
地
に
お
い
て
基

本
教
練
や
装
備
品
見
学
等
を
体
験

を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
隊
員
食
堂
に
お
い
て
、

隊
員
と
同
じ
献
立
を
喫
食
し
て
、

束
の
間
の
自
衛
官
気
分
を
味
わ
い

ま
し
た
。 

 

駐
屯
地
は
、
引
き
続
き
、
自
衛

隊
・
目
達
原
駐
屯
地
へ
の
理
解
促

進
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
る
募
集

環
境
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。 

第４飛行隊長による装備品展示説明 

九州補給処補給部による補給品展示説明 

佐賀県副知事との協定書披露（佐賀競馬場） 

鳥栖・三養基地区消防総合訓練（上峰町役場） 

 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で
あ
と
２

年
と
な
っ
た
。
招
致
が
決
定
し
た
当
時
は
、

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
と
言
っ
た
フ

レ
ー
ズ
や
近
未
来
的
な
新
国
立
競
技
場
の
デ

ザ
イ
ン
に
高
揚
感
を
覚
え
た
の
を
記
憶
し
て

い
る
。 

 

あ
れ
か
ら
５
年
、
大
会
会
場
周
辺
で
は
空

前
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
堅
調
な
進
展
に
よ
り
全
国

で
有
効
求
人
倍
率
が
１
倍
を
越
え
る
状
況
は

定
年
ま
た
は
任
期
制
隊
員
の
再
就
職
に
有
利

に
働
い
て
お
り
、
ま
さ
に
「
自
衛
官
は
売
り

手
市
場
」
と
言
う
表
現
が
当
て
は
ま
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

他
方
で
援
護
セ
ン
タ
ー
等
に
就
職
の
援
助

を
希
望
す
る
隊
員
の
比
率
は
定
年
退
官
さ
れ

る
隊
員
と
任
期
満
了
退
職
す
る
隊
員
の
間
で

大
き
な
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

理
由
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
定
年
退
官
さ

れ
る
方
は
「
Ｏ
Ｂ
の
方
が
勤
務
し
て
い
る
企

業
の
方
が
安
心
し
て
働
け
る
」
等
か
ら
援
助

を
希
望
さ
れ
る
方
が
多
く
見
ら
れ
る
反
面
、

任
期
満
了
退
職
す
る
隊
員
の
中
に
は
「
（
退

職
後
も
）
自
衛
隊
の
人
間
関
係
に
引
き
ず
ら

れ
た
く
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
自
己
開
拓
す

る
隊
員
も
い
る
と
の
事
で
あ
る
。 

 

誰
し
も
例
外
な
く
い
つ
か
は
第
二
の
人
生

に
向
け
て
営
門
を
出
る
と
き
が
来
る
。
そ
の

時
に
少
し
で
も
良
き
思
い
出
を
持
っ
て
行
っ

て
貰
う
た
め
に
も
平
素
か
ら
良
好
な
勤
務
環

境
や
良
き
人
間
関
係
の
構
築
等
に
尽
力
す
る

事
が
現
役
世
代
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
ろ

う
。 

 

始
め
に
、
７
月
初
旬
の

大
雨
に
よ
る
災
害
に
お
い

て
被
害
に
あ
わ
れ
た
隊
員

・
隊
員
家
族
に
哀
悼
の
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
災

害
派
遣
に
従
事
し
た
隊
員

の
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
予
測
が
困
難

で
あ
り
、
充
分
な
準
備
と

初
動
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
７
月
に
は
、

佐
賀
競
馬
場
（
組
合
）
と

「
災
害
時
等
に
お
け
る
施

設
使
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
、
災
害
派
遣
活

動
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
柔

軟
な
対
応
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
に

は
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消

防
総
合
訓
練
に
第
４
飛
行

隊
及
び
初
動
対
処
部
隊
を

参
加
さ
せ
、
大
規
模
地
震

発
生
時
の
初
動
対
処
部
隊

の
行
動
等
を
演
練
す
る
と

と
も
に
、
地
方
自
治
体
及

び
災
害
対
策
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 

陸
上
自
衛
隊
は
今
、
我

が
国
を
取
り
巻
く
厳
し
い 

安
全
保
障
環
境
に
的
確
に
対

応
し
、
我
が
国
の
平
和
と
安

全
を
守
る
た
め
、
「
真
に
戦

え
る
陸
上
自
衛
隊
」
へ
の
改

革
の
最
中
で
す
。 

「
統
合

機
動
防
衛
力
」
を
具
現
す
る

「
即
応
機
動
す
る
陸
上
防
衛

力
」
を
構
築
す
る
た
め
、
中

期
実
員
管
理
計
画
に
基
づ
き
、

准
曹
の
全
国
移
動
も
活
発
化

し
て
い
ま
す
。 

 

目
達
原
駐
屯
地
も
、
８
月

の
定
期
異
動
に
伴
い
、
多
く

の
隊
員
が
転
入
致
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
ご
家
族
と
離

れ
て
過
ご
す
こ
と
に
一
抹
の

不
安
を
抱
え
て
い
る
隊
員
家

族
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
何
か
困
っ
た
事
が

あ
れ
ば
是
非
と
も
部
隊
を
頼

っ
て
頂
き
た
い
。 

 

佐
賀
は
、
吉
野
ヶ
里
公
園

な
ど
趣
の
あ
る
観
光
名
所
が

多
々
あ
り
ま
す
。
葉
隠
の
意

思
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
目
達

原
駐
屯
地
で
の
任
務
に
邁
進

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

駐
屯
地
は
、
平
成
３
０
年
９

月
２
２
日
（
土
）
鳥
栖
市
民
文

化
会
館
に
お
い
て
「
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト  

ト
ス
２
０
１

８
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
も
西
部
方
面
音
楽
隊
を

メ
イ
ン
演
奏
者
と
し
、
鳥
栖
商

業
高
校
ダ
ン
ス
部
及
び
香
楠
中

学
校
音
楽
部
が
出
演
し
ま
し
た
。 

 
演
奏
の
開
幕
を
切
っ
た
鳥
栖

商
業
高
校
ダ
ン
ス
部
は
、
『
鵲

（
か
ち
が
ら
す
）
～
七
夕
の
夜

に
架
け
る
橋
～
』
を
ダ
ン
ス
し

目
達
原
駐
屯
地
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
「
鵲
」
を
見
事
に
表
現

し
若
さ
と
豊
か
な
演
技
で
来
場

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。
次
に
、

香
楠
中
学
校
音
楽
部
の
合
唱 

『
①Gifts

②
茜
色
の
約
束 

③
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
』
の
３

曲
を
合
唱
し
美
し
い
歌
声
と
笑
顔

を
来
場
者
に
届
け
ま
し
た
。 

 

出
演
後
は
、
鳥
栖
商
業
高
等
学

校
の
井
上
部
長
、
香
楠
中
学
校
の

山
口
部
長
と
北
原
副
部
長
の
３
名

に
対
し
て
司
会
者
か
ら
「
今
後
の

目
標
等
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
堂

々
と
笑
顔
で
答
え
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 
演
奏
の
最
後
を
飾
っ
た
西
部
方

面
音
楽
隊
は
指
揮
者
の
伊
東
札
記

隊
長
の
元
、
圧
巻
の
演
奏
に
よ
り

会
場
を
盛
り
上
げ
一
気
に
ヒ
ー
ト

ア
ッ
プ
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、

西
部
方
面
音
楽
隊
を
中
心
に
香
楠

中
学
校
と
鳥
栖
商
業
高
校
に
よ
る

コ
ラ
ボ
演
出
を
行
い
「
翼
を
く
だ

さ
い
」
を
合
唱
し
最
後
は
、
方
面 

西部方面音楽隊による演奏 アンコールは、出演者によるコラボレーション 

鳥栖商業高校によるダンス 

香楠中学校音楽部による合唱 

。 

音
楽
隊
に
よ
る
行
進
曲
「
忠

誠
」
を
演
奏
し
会
場
か
ら
多
く

の
声
援
と
拍
手
を
浴
び
大
盛
況

で
演
奏
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

in 

 

上
記
掲
載
の 

 

コ
ー

ド
か
ら
目
達
原
駐
屯
地

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧

で
き
ま
す
。 

Q 
R 



第７３号 めたばる 〔2〕平成３０年１０月号 

定
年
退
官
者
及
び
退
官
予
定
者 

▽
１
０
月 

１
２
日 

総
務 

中
島
曹
長 

１
４
日 

３
対 

豊
永
曹
長 

１
５
日 

装
計 

大
松
准
尉 

２
５
日 

西
ヘ 

濱
本
曹
長

▽
１
１
月 

 
 

１
日 

後
支 

緒
方
１
尉 

 

４
日 

整
備 

石
橋
１
尉 

１
４
日 

電
計 

光
岡
１
尉 

 

▽
１
２
月 

 

２
日 

装
計  

原
﨑
３
佐 

 

８
日 

４
飛 

安
田
３
佐 

２
３
日 

総
務 

志
水
准
尉 

３
１
日 

４
飛 

松
田
３
尉 

 
 
 

▽
１
月 

 

６
日 

後
支 

江
頭
曹
長 

 

９
日 

鳥
栖 

花
田
曹
長 

▽
２
月 

 

１
３
日 

調
会 

吉
村
２
曹 

１
５
日 

整
備 

大
道
２
尉 

１
８
日 

総
務 

目
黒
２
佐 

２
１
日 

調
会 

谷 

准
尉 

 
 

▽
３
月 

 

４
日 

電
計 

栗
原
２
尉 

 

５
日 

装
計 

西 

１
曹 

１
６
日 

基
通 

田
北
曹
長 

 ※
 

階
級
は
特
別
昇
任
後
の 

 
 
 

階
級
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

西
部
方
面
後
方
支
援
隊 

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊 

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

駐
屯
地
曹
友
会
は
、
平
成

３
０
年
８
月
２
３
日(

木)

に

佐
賀
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
献
血
バ
ス
来
隊
に
あ

わ
せ
て
、
献
血
協
力
運
動
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
献
血
協
力
運
動
は
、

前
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

事
業
の
一
つ
で
、
実
施
す
る

前
よ
り
約
２
０
％
の
協
力
者

の
増
加
の
成
果
を
収
め
て
い

ま
す
。 

 

今
回
は
、
部
隊
行
動
の
関 

 

曹
友
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

係
も
あ
り
、
受
付
人
数
１
２

４
人
、
採
血
人
数
１
１
１
人

で
あ
り
ま
し
た
が
、
目
達
原

駐
屯
地
曹
友
会
は
、
今
後
も

引
き
続
き
献
血
協
力
運
動
を

実
施
し
、
献
血
協
力
者
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

部
付
隊
の
基
礎
と
な
る
部
隊
を
対

象
に
、
平
成
３
０
年
度
第
１
次
ヘ

リ
隊
長
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し

た
。 
 

本
検
閲
は
、
「
現
有
編
成
装
備

を
最
大
限
活
用
し
て
真
に
戦
え
る

か
」
を
視
点
に
、
展
開
地
等
の
設

定
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
火
力
戦
闘
、

警
戒
自
衛
戦
闘
等
の
各
種
任
務
に

お
け
る
部
隊
の
基
本
的
行
動
、
隊

員
の
基
礎
動
作
等
を
主
検
閲
項
目

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

各
隊
員
は
、
統
裁
官
要
望
事
項

で
あ
る
「
翔
騎
一
丸
」
「
見
敵
必

殺
」
を
具
現
す
べ
く
、
猛
暑
と
い

う
厳
し
い
環
境
を
克
服
し
、
隙
・

緩
み
を
見
せ
る
こ
と
な
く
全
て
の

任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。 

 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

は
、
こ
れ
か
ら
も
真
に
戦
え
る
部

隊
を
目
指
し
、
方
面
隊
唯
一
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
火
力
戦
闘
部
隊
と
し

て
「
翔
騎
一
丸
」
と
な
っ
て
任
務

に
臨
み
ま
す
。 

 

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、

７
月
１
４
日
（
土
）
か
ら
１
６
日

（
月
）
ま
で
の
間
、
大
野
原
演
習

場
に
お
い
て
、
第
１
飛
行
隊
と
本 

 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25 

 

警戒隊ＨＭＧによる対空攻撃 ＡＨ－１Ｓの偽装 

隊容検査 

駐屯地正門においての献血協力活動 

第
３
２
１ 

 

基
地
通
信
中
隊 

 

西
部
方
面
通
信
群
第
１
０
２

基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
大
隊
第
３

２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
目
達

原
駐
屯
地
及
び
隷
下
各
派
遣
隊

所
在
駐
（
分
）
屯
地
（
小
郡
、

久
留
米
、
前
川
原
、
鳥
栖
、
相

浦
、
大
村
、
竹
松
）
に
お
い
て
、

８
月
２
７
日
（
月
）
か
ら
２
９

日
（
水
）
の
間
、
第
４
回
大
隊

訓
練
に
参
加
し
、
防
衛
想
定
下

に
お
け
る
指
揮
・
幕
僚
活
動
、

通
信
所
の
維
持
運
営
、
サ
イ
バ 

ー
攻
撃
対
処
及
び
通
信
所
等
の 

防
衛
警
備
能
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
部
隊
の
基
本
的
行

動
及
び
隊
員
の
基
礎
動
作
に
つ

い
て
演
練
し
ま
し
た
。
訓
練
に

参
加
し
た
光
武
２
曹
は
、
「
通

信
所
警
備
及
び
対
敵
動
作
に
つ

い
て
、
全
隊
員
が
常
に
敵
を
意

識
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

緊急回線構成 
 

通信所警備（不審者捕獲） 航空攻撃対処（通信所内） 

 

空
中
伝
送
班
は
、
９
月

３
日
（
月
）
、
西
方
通
信

群
長
奈
良
１
佐
の
初
度
視

察
を
第
３
２
１
基
地
通
信

中
隊
と
合
同
で
受
察
し
ま

し
た
。
状
況
報
告
、
西
方

ヘ
リ
隊
の
支
援
を
受
け
て

の
器
材
展
示
説
明
及
び
ヘ

リ
映
伝
機
搭
乗
に
よ
る
場

周
フ
ラ
イ
ト
等
に
よ
り
空

中
伝
送
班
の
現
況
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
懇
談
会

に
て
訓
示
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
映
像
伝
送
任
務
の

重
要
性
と
求
め
ら
れ
る
練

度
の
高
さ
を
深
く
認
識
し

ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
群
長
統
率

方
針
で
あ
る
「
時
代
の
要

請
に
応
え
る
」
べ
く
、
即

動
態
勢
を
維
持
し
つ
つ
練

度
向
上
に
努
め
任
務
に
邁

進
し
ま
す
。 

 

西
通
群
本
部
中
隊 

映
像
写
真
小
隊
空
中
伝
送
班 通信群長による営内巡視 

新隊員紹介行事（歓迎の拍手に答礼） 
 

９
月
７
日
（
金
）
高
遊
原
分

屯
地
に
お
い
て
西
部
方
面
航
空

隊
新
隊
員
後
期
修
了
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
３
０
年
度
新
隊
員
後
期

に
お
け
る
総
員
は
２
１
名
、
そ

の
内
４
名
（
目
達
原
に
は
松
永

２
士
、
白
須
２
士
、
古
賀
２
士

の
３
名
、
高
遊
原
に
は
黒
木
２

士
）
が
我
が
西
部
方
面
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
隊
へ
配
属
と
な
り
、
９

月
１
０
日
（
月
）
に
新
隊
員
を

歓
迎
す
る
た
め
、
紹
介
行
事
を

行
い
、
新
隊
員
が
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
を
全
面
に
押
出
し
元
気
よ
く

自
己
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

ヘ
リ
隊
長
か
ら
激
励
の
言
葉

を
頂
き
、
隊
員
一
同
が
盛
大
な 

拍
手
で
新
隊
員
を
歓
迎
し
、
航

空
科
隊
員
と
し
て
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
新
隊
員
に
は
若
々
し

さ
を
忘
れ
ず
新
隊
員
ら
し
く
元 

 

 
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１

０
６
全
般
支
援
大
隊
は
、
７
月

２
日
（
月
）
か
ら
９
月
５
日

（
水
）
ま
で
の
間
、
平
成
３
０

年
度
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
第

１
１
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程

後
期
「
装
輪
車
整
備
」
の
教
育

を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
教
育
隊
に
入
隊
し
た
新
隊

員
７
７
名
は
、
武
器
科
の
概
要

や
装
輪
車
整
備
等
の
基
礎
を
学

ん
だ
ほ
か
、
野
外
訓
練
で
は
、

野
外
勤
務
、
築
城
、
野
外
整
備

等
の
識
能
を
向
上
さ
せ
て
き
ま

し
た
。 

 

教
育
を
修
了
し
た
新
隊
員
は
、

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
、
第
４

後
方
支
援
連
隊
、
第
８
後
方
支

援
連
隊
、
第
１
５
後
方
支
援
隊

及
び
九
州
補
給
処
に
配
属
さ
れ
、

一
人
前
の
装
輪
車
整
備
手
と
な

る
よ
う
現
在
も
日
々
努
力
を
重

ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
担

任
官
で
あ
る
第
１
０
６
全
般
支

援
大
隊
長
は
「
本
教
育
で
培
っ

た
同
期
の
絆
を
育
み
、
新
た
に

勤
務
す
る
部
隊
や
日
常
生
活
を

行
う
場
所
そ
の
も
の
を
修
錬
の 

場
と
し
今
後
、
更
な
る
整
備
技

術
の
向
上
、
心
身
の
鍛
錬
に
精

進
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
述

べ
ま
し
た
。
第
８
後
方
支
援
連

隊
に
配
属
と
な
っ
た
振
屋
２
士

は
、
教
育
を
振
り
返
り
「
当
初

は
、
装
輪
車
整
備
の
知
識
が
な

か
っ
た
上
に
、
新
た
な
環
境
に

お
け
る
同
期
と
の
共
同
生
活
に

混
乱
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
期

や
区
隊
長
・
班
長
等
の
助
け
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
糧
に
、
立
派
な
自
衛
官
、

被
支
援
部
隊
か
ら
信
頼
さ
れ
る

整
備
員
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
述
べ

て
い
ま
し
た
。 

希望に溢れた表情で迎えた終了式 
西ヘリ長による新隊員家族へ部隊説明会 

気
に
行
動
し
、
部
隊
に
早
く
慣
れ

各
隊
の
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
、
期

待
し
ま
す
。 

新隊員後期教育修了式記念撮影 


